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理事士依田和四郎

本研究は大正十二年(1923)に恩師意図博士御指導の許に行ったもので，nt¥問博士は阿蘇火山の研究
ウシぜシ ゲシセン

に先立って，精小規模の温泉火山群に先づ荒手せられた。 2蓄時恰も島原大地震の直後で温泉火山の研

究には絶好の機曾であったのである。初めは島原宇島全般に豆って磁祭iIlJJ定を行ふ殻定であったが，

其の後著者の境遇が型軽P且つ志間博士も去る昭和十一年表去せられたので初めの目的湿りの測定を完

成するの困維なるを思ひ，先に既iAlJの材料を用ゐ主として周山に起関する異常を求めて置いたものに

多少の修正を加へ此の機曾に報告するとと とした。

1 緒 言

地球上に於ける地磁気の一般分布又は康範囲の』対冗に就いては，多数の報告が出て居る

が，或局部に就いて深く探究したものは殆ん乞なし唯僅に田中館博士の報告ら富士山の

周聞に於て特殊の異常あることに就いて一言崩れて居るf:りである。然しながら本測定が

行はれた後に於ては此の種測定に闘する報告は非常に多くなり，其の内最も早くして且つ

i主目すべきものは Russiaの Kursk 附近に於けるものもあり， 之れは撃井に依って其の

原因も確められて居る。 父畑Hu叫1

もωd此七属には之ぞ硝省略する。我闘に於ても近年此の方面に注意するもの現はれ畠山久向島は

那須火山及ひー柿岡附近に於ての異常分布そ垂直分力のみに就いて測り，又中村博主な伊豆

丹那断層附近・北海遁駒ク岳附近・三宅島及び富士山附近に於ける分布及び其の盤、化や伏

戸jのみに就いて測定し報告して居るが，地磁気の各要素に就いて測定の行はれたのは未亡

出て居ない様である。

備て大正十一年(1922)十二月八日には西九州仁於て二つの引績いた地震が起り島原牟島

チヂワ ナダ f、
には相常の被害があったυ 震央は何れも間半島の同ルー千々石灘と考へられて居るJ市して

此の地震が今日迄何回か繰り返された淵泉(雲仙)火山の噴火の両iJ徴なるや否やは不明であ

乙が，常時此れに闘しては相賞論議せられ仁」

今淵泉火山群の噴火仁関する歴史そ見る仁， 11史以来仁ても度々記議もられて居仏両II

本交の要旨は，昭和12年 4月東京で日本重生息物理撃曾年舎の席 kに音量表したο
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には明暦三 間年(1657-58)寛文三年(1663)後仁は寛政三 間'¥，-(1791-92)等之である。

明暦三年には普賢岳の北方飯洞岩の南麓を破って館岩北bに流下すること1.2粁で， 今日
フルヤゲ

「古盤」と構せられて居るのは之である。翌四年には組泉火山と野岳との聞に激甚なる爆裂

現象が起つにが，現時の赤松谷は其の跡とされて居る。吠に寛玖四年の活動は最も猛烈な

もので，前年から地震頻りに起り此の大活動の前駈をなし，年改って二月飯洞岩の北中腹を
セン

破って赤熱の館岩道出し，穴迫谷に沿ふて徐々に流ドし戴ク月の後には温泉火山の北麓千
プキ シンヤケ

本木に達しにじ其の長さ約3粁で今日「新焼」と稽せられて居る。此の噴出に引き績き各所

に小噴出地とり等が起っすこが，三月に入ってからは眉山に強震頻りに起り被害も相官多く

あったが日と共に幾分卒穏に蹄しfこと思はれにのに，四月一日には濯に眉山の南字分ぞ瞬

時に失ふが如き大爆穫を見るに至った。此の大爆護に依る岩泥流のにめに東麓の島原市街

ぞ初めとして数十の部落は瞬時に振蕩埋設せられ，其の齢勢は有明濁内に押し出して大津

波ぞ起し其の針岸にも非常なる4陸害ぞ被らしむるに宅つ穴コ今日島原湊から南方深江にか

けて小山所々に散在するもの及び海中に所調る九十九島として知らるミ小島の散在するは

皆此の時の岩泥流の遺物である。

今回の地震卸ち大正十一年(1922)十二月八日の地震が突いで来るやも知れぬ温泉火山の

噴火の前徴であるや否や勿論不明であるが，若し不幸にして噴火が起るとすれば其の前後

に於て其の周固に於ける地磁気分布仁幾何かの費化が来るかも知れぬと譲想せられた。著

者のなしに測定は一方には此の襲化を知らうとするにあるが，尚他の_-!}には磁性ぞ有す

る火山岩の大岩塊からなる淑泉火山の如きは必歩、其の周聞に戎特殊の地磁気分布や呈する

ことは推察せらるミ所で，若し其の分布ぞ知れば逆に火山構造に何等かの暗示をも輿へ得

ることが想像せられる。向後の目的のため仁好都合なことは，此の火山群は島原学島とし

て他の部分から全く分離せられ而も四周に1:1:って測定可能なることである。かくて初めは

島原半島全部に就いて測定することぞ企闘しプこのであるが，先づ第一着手として最も簡軍

な形を有する眉山の周固に於て之を行ひーにで他に及段、さんとしたので、あったが，彼の関東

大地震の突鐙其の他の理由に依って遂に途中で打ち切らざるぞ得ぎることとなり，唯僅に

E眉山の周囲のみに終ることとなっTこ。

2 眉山の地質構造

烏原半島の地質構造に闘しては，前には駒田理事士ゐ研究あ悦に小川博-tll依って地
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殻構造線が明にせられた心以下駒田理事士の研究に従ひ眉山地質構造の大要を摘記するこ

ととする v

第一国は同理皐士に依る地質圃の察しで第二闘は参謀本部の地形園で，共に著者の測黙

を記入したものであるが此等に依って其の大勢を知ることが出来る。眉山くうLは前山〉は池

泉火山群の中央から鼻束に少し離れて弧立して居る釣鐘形の山で，西方は其の中央に於て

狭い鞍部与を以て瓶泉火山群に連なる外極めて急峻な傾斜を有し，之に羽;で、北方及ひf'}，jlJは

相官急傾斜を有するけれども，束力は其の北牟は肢も緩傾斜を有して居る。そして其の南

(剖)
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半分は彼の寛攻の大爆護の爆裂火口をなして
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居る C，而して全韓としては東西に狭く南北に

長く，南北方向に起伏する連峰ぞれし其の辰

高は 818.7米である。此の山韓を形成するYJ

石は大部分断輝石を含有する角閃安山岩で本

ill特釘のもので‘あるe此の附近の地盤は渦泉

火山群の火山活動に依る噴出物叉は之の浅i毎

全膿としての基礎岩盤そ見堆積屠から成り，

出すことは困難である。

以上の如く円山は眉山角閃安山むより出来

て居るとは言へ，其の生成は極めて単純に路

盾山地質闘(駒田理拳土に依る)第 1園
岩遊出に依って成ったものであるが，其の後

種々の破壊作用を受けて著しく原形を損して今日に至ったものである。

先づ山の西麓に大きな凹地があり，此の附近から山の西北方与を廻り山の北方ー併は泥土

と77石の破片とから出来て居るO 之は地質時代に眉山と普賢岳との中間に出来?こ爆裂火口

から押し出したもので，諸所に「流れ山」を作って居る O

ごたに山の北面に約十度東に偏して殆んど完全な形在有する馬蹄形航の凹地がある。此の

原因は火山爆裂かうLは箪なる地とりであるか不明であるが，其の-1"前方に堆積物が明に残

されて居る。

第三に前者に隣接して山の東北に東方に閉口して居る馬蹄形凹地が存し;民の最長直径

約1粁で前者と殆んど同大であるO 此の原因に闘しでも不明であるO

儀後に最大の爆裂火口は山の点面南半lこ存し，寛玖四年(1792)に形成せられたもので，

其の馬蹄形最長直径1.5粁を有Utの西側は直立しすこ衝立となって居るO 之れから押し出

したものは既に謹ベナこ様に:其の前心ーに津山の小LLJ(流れUJ)と多くの小島とを作って居るO

此の大地盤の原因に就いては種々議論のある所であるが，駒田理事士は火山爆裂に依るも

のの様に古うて居る。

かく眉山は原彰著しく損せられて今日に至って居るが，此等地盤に作って生じた岩石の

破片の押し出し物が地磁気の異常にたきな役割ぞ有することは一つのallすべきことであ

( 20 ) 



島原宇鳥居山周囲に於ける地磁気異常に就いて

第 2闘腐山地形蘭

THE MAP or MAEVAMA 
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る。而して今回の測定は主として届山等の山躍に起因する地磁気異常を知らうとしたのでp

出来得る限り此等足|ずの岩石破片に依る影響から逃れるために測鮎選定に相等留意したの

であるが，而も此等流出物の地帯主に於ては著しくI見詰Lせらるミの厄に逢った。

3.地磁気観測

観測に用ひナニ器械は嘗11寺震災強防調査舎に属し第二競と記せられたもので，観測方法は

両jJ記田中館博土及び水路部i二於けるものと全く同様である。

観測に際して採用した器械の糊ま大正二年(日13)水路部決定のもおら一民の醐ひた。

( 30 ) 
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此等:の常数は爾後十年の聞に相官の挫化ぞ来したことは推定せらる込所であるから，若し

此の観測が絶劃値そのものそ要求するとすれば改めて決定する必要があることは勿論であ

るが，而し今回の観測は必すしも地磁気の絶撃す値在欲したのではなく ItillJ等に依る異常々

知らうとしたのであるから，相封的のもので足りる。郎ち各貼の観測値の尭を取る時は常

数獲化に依る謀差は大陸に於て打ち消さる込こと込なる O されば特に常数決定ぞ施さなか

った。所が他ゐ'幸なことに測黒ONo.3は前記嗣観測及ひ1922水路市i観測と全く同・の黒hで

ある故，之に依って間接に民の謀先の秤z度を知ることが出来たが，之に依ると偏角及び伏

角は測定謀差内に於て始んと一致し，水平磁力のみは大韓 0.5%小に失すること沿知りjl}

すこので，之にけの修正を施し各貼の絶封値をよlえむることが出来た。

今使用しすこ常載を表示すれば共の如くである。

棒磁石の長さ(糎)

棒磁石の膨脹係数

=6.98760 

=0.0000117 

棒磁石の直径(糎)= 0.7954 

棒磁石の質量(瓦)=27.1601 

俸磁石(支持器ぞ含めて〉のf貫性能率(瓦糎2)Io = 111.965 

支持器のf貫性能率(五糠ヨ)=0.153 距 離ハ(糎)=29.9998 

ハの膨脹係数 d

r-J の膨脹係数 A

=0.0000200 

=0.0000182 

距離 /"2 (糎D=22.9934 

磁気感懸の係童文 1'.= 4.5 

， 2(1. 
Log 且 flrZ(rl十Y2) =7.12915 
2(1'/-/"22) 

水準器常童文 京右

前後

寒暖計の修正量渦度

偏差棒附属 E 

8.17728 

v
 f
 
l
 

1日盛 31."66=2."11 

1日盛 70."00=4.'66 

10" 20。 30。 40
0 

-0.1 -0.2 0.0 0.1 

0.0 0.3 0.4 0.2 

0.0 0.3 0.4 0.2 振動箱附場

以上の内水準器常数及び寒暖計修正量は著者の決定になるが， I也は全部大正二年(1913)

水路部決定のものである ζ 而して水準器の感度は前回のものに比して著しく劣って居る様

である。伏角計の磁針も亦前回のものと異りCasellaNo. 5614と銘せられて居り，磁力針は

田中館式新型のものであったが僅に磁性を帯びて居fこc此の磁性か i，*る謀差そ出ぅ!と得る

( 31 ) 



島原牟鳥眉山周囲K於ける地磁気異常に就いて

限り逃れるため経緯儀に撃すする闘係位置を常に同一にする様努めずこ。?>I..棒磁石の磁気能率

に封する j且度係数は貰測値のLI~均直線から推定し 1
0

C に封し 1600 分の 1 を使用しすこ。

賞際の観測は大正十二年(1923)四月七日に島原城祉(遁稽五階)から始め，同年十二月十

九日間地黙の観測タ以て終って居る。此の古城は森武城と言はれ，全期間此所に中央嫁貼

を置き， 一方に於て Wiechert式1000託重鍾の水平動地震計を据へて地震観測そ行った。

之には初め谷貞夫氏後に丸田額三氏が嘗って居られ，樹氏共に鯨暇ぞ以て白量的に時々著

者の観測に助力せられたごとは感謝に曜へない所である。

観測の測貼は第一国第二圃及び第十三闘に記入しである遁りであるが，初めの聞は測黒~

選定に閲して経験が無かったため一局部に原因する極端な異常が入ってうIUこご例へば No.

10及びNo.12の如くである。此等の失敗の後には測黙の選定に充分の注意を梯ひ，局部

的原因与をなすと恩はれるものから出来る限り遠ざかることに努めた。それにも係はら今後;

から考へると相首局部的視商Lを受けたp 殊tこ爆裂其の他に依る流れ山の散在する附近』二於

て著しいものがあった。

毎日の測貼教に付いて見るに No.1から No.21迄は毎日ー貼宛でめったが，貼数多き

ぞ欲したので No.22から No.45までは一日二貼宛とした。而しかくする時はー馳の観

測回数少く幾分不安があったのと(後に之は杷憂で‘あったと知ったが〉査の短くなったの

とで， No.46 以後は再び一日ー動宛としずこ。それ故各黙に付いて一日の内の同一時間を

採ることが出来なかった。此の錦もあって後に蓮べる様に日獲化に封する修正そ施しすこ。

父 Chronometerは初め No.1から No.45迄は恒星時治使用し，時を測るには星の

子午線通過ぞ，方位ぞ測るには北恒星を問測しに。 No.46からの Chronometerは卒均

太陽時のもので，時及び方位決定は主と Lて太陽に依った、此の後の場合器械の不具合と

忠はるミ系統的誤差が存在し，偏角の午前観測に依るものは1rI;に午後のものよりも大に出

で其の差最大 2'46"卒均 l'12"であったので，午前と午後との平均や以て其の貼の値と

し，其の一方のみの観測の場合には 36"の修正治施しすこc 因にJ役後測票ONo. 1に於て北

極星に依って測ったものと前記の方法に依って決定し7ニものとの差は 17"であったから，

之れから見て此の修正で大韓正しし、ものが得Gufこと思ふ。向之に依る誤差を大きく見て

偲りに l'ありとするも，磁力の北方分力じ於ては p 西方分}jに於ては10Tの誤差にしか

ならないから，後の各異常を論今る場合其の異常の大さから見て此等の影響は極めて小で

( 32 ) 



島原4'島眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて

あることがわかる。

叉測貼の地理上の位置の決定は参謀本部費行の五荷分のーの地闘に依ったc

以上の如くして得ナニ結果は資料欄に「島原学島眉llJ周園の地磁気測定表」として掲vttこ。

表に於て1¥1.L. T. は平均地方時l及び干は測動の経度及び緯度で Aはi毎面からの高さ

を米で表はし叉 Bは酉偏角， 0は伏角，HIは水平磁力である。向伏角及び垂直分力は第一

表迄及び第三表に於ては下方を正と取って居るが第二表以下同地異常に闘する所に於ては

L方是正と取つに。

4. 修正及び修正値

資料欄掲載の如き各測動の値ぞ得fこが，此等を比較するに此の偉では種々の難製iを有し

て居る故次の如く修正を施した。

(i) 目j型化に劃する修正 地磁気の各要素は一日の聞に相官著しい獲化をなす故，或

地貼の値ぞ得るすこめには周日の平均を採らねばなら山然るに此の度の測定は貼数の多き

を希望したためー勤に多くの時聞を費すことが出来1"，プ日の内或時間而も一日中で長も

獲化の多い日中に観測しすこ放，此の卒均と周日の平均との聞に若干の差のあることは発れ

ぬ。此の修正量在得るためには此の地の一地貼で連績記録せしめて置く必要があったが事

怖が之を許3なかった。此のにめ 1:海徐家禅天文豪主び柿岡地磁気酬IJ所の報告を拝借す

ることにした。然るじ柿聞の同年(1923)の記録は彼の閥東大震火災で¥烏釘じ蹄し，Jj毎の

八の記録に依らなければならなカ、つに。所で Uiiと島原とは緯度は大差ないが鰹度に相等

の差があわ果して日中費化の賦況が同様であるか否かが問題になる。幸に1924年には柿聞

でも記録が採れ且つ姥されたので，之とl-.ikjの同年のとを比較するに傾めでよく似て居る。

島原は雨地貼の殆んど中央にあるから， 1923年も上海と相似の鍵化をしずこものと考へても

大きな誤はなし、。夫故観測嘗日に於ける u毎の媛、化と其日の平均値の位置とからして島原

の周日平均を推定した。第三闘は其の-例そ示しにもので，同園。は1924年4月7日， 5月

18日， 8月23日及び11月25bじ於ける k海と柿岡との日礎化ぞ示しにもので，同園。は

1923年4月20日， 5月7日， 8月29日及ひ12月2日に於ける日捷化と島原に於ける観測値の

幾化航況及び其の修正平均値ぞ示したものである。

克も伏角及ひ:'71<卒磁力の数回の測定値の受動は梢々大きく出て日襲化の賦と必?しも一

致しなかったので，之に封しては観測の平均値~以て直に其の日の値として日襲化の修正

( 55 ) 
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は施さなかった。

(ii) 日平均値蜜化の修正:長期後化に封する修正として普通施されて居るものは数年

間に亙る平均襲化であるが， 一日の平均値はーナ年内に於ても極めて不規則に態化する

ものである。而して1924年に於ける此の艶化を上海及び柿聞に就いて比較するに柿岡の器

械据付け蛍初に於ける稿々大なる鍵化を除いては大韓に於て平行して居ることが認めらる

aので， 1923年の上海に於けるものと島原に於けるものとも大韓LI'-行て‘あらうとの推定か

ら，測定各日に就いて上海に於ける其の日の卒均値と年平均値との差沿用ひて修正そ施し

た。従って得たものは1923年の平均値に蛍るものであるが，後の比較に都合よいために之

を1923.5の値とすることにした。

(iii) 海面上への修正:i毎回 1:よりの高さに依つての後化に就いては古くから理論式又

は種々の貰験式が用ゐられて居るがs 此慮では田中館博士♂式に依って計算することにし

たが其の値は1粁に就いて扶:の如くになる。

do ~ /.n. do ^ /，"̂ . dH 
T一=0・431.で~=o・043 1. -~~~ =ー16.τ93oz oz oz 

但し zは上に向ふを正と取り 8は下そ正と取った。

(iv) 中央結(l、=8h41'''22.'0= 130
0 

20.'5中=32'46.'00)への修正:地磁気各要素は緯度及

び経度の函童文である故，間山其の他の局部的原因に起因するものを知るナこめには位置の異.

なることに依る一般的の獲化を取り除 く必要がある。それぞなすために日山中央附近の一

瓢 (A=130
0

20.'5中=32、46.'00)に持ち来ることにし仁。第四国以"1"にてPとあるは此の貼

である。水路部測定の結果に依れば，各要素は1923.0に於て日本及び其の附近に於て 1と

中とに撃すして火の関係あることが示されて居る O
くlS)

0=.0 =5'18.'40十15.2690幻-~.'1658 IlA十0.'027540ムポ

-0.'058470仰心ー0.'406110ぶ 2

(19) 

Ol!J'.l3.0=48
0

15.'03+ 1
0

28 . '5304 勾-8.'9891 ぶー0./581826..l ?~

-0.'510984仰心+0.'224952IlA2 

〈加〉

.fIl923.0=30445.T2-39I.T509 a中一6J.T569心 -4.T8541Oム戸

十4.T53205 干̂ふ+J.T75500 .lA ~ 

但し勾=中一35
0

(度にて)ω、=A-135. (度にて〉

此等の式在中3Uまkで微分し， A = 130020.'5中=32、46.'00 J.と入る当時は此の匙に於ける

( 85 ) 
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夫々の襲化率を知ることが出来るc

OG . • 
-一一=0.'257
3干

O6 _ • 
一一一=1・563中

oH 
でー=-6.T52
0中

OG ...___ dO _..__ dH  
一一一=0・0290 一一一=ー0.'166 一一一=-I.T47dl -. ---- dl -. --- dl 

但し此等は倒れも緯度及び程度の l'に釣する襲化率である。

貰際各測貼の値を中央臨に移すためには上に燃す・る値の符披反封のものを加ふるぞ要す

る。

(v) 器差修正:今回の測艶中 No.3は田中館及ひ'水路部二回の観測と全く同一勤で

ある故，後二回の観測から永年慶化の率を儒定して 1923.5年の此の貼の値ぞ求め，今回の

修正値と比較すれば次の如くなる。

1922.1221〉1918.09の俊化率〉 1923.5(計算).1923.5(測定) 計算ー測定

ii= 4'45.'4 
d8 
一8一，=1.'81 o= 4'46.'4 4'45.'7 O.勺

。=46'34.'8 aao~=O汀'16 。=46'34.'9 46'37..'4 -2.'5 

fl=317'26T 
dH  
一3一/一=2.T9 11=31727T 31559T 168" 

とから見るとら及び川ま賓験誤差とえ差なし、tを有するのみで，日佐Hが0.53形過少に出

ることが知れる，

以".の諸修正及ひ修正値ぞ表示すれば第一表の如くなる，但し本表に於ての H は器差

0.53""の修正吾施したものを用ゐナニ。

此等の諸修正は凡て完全とは云ひ難いけれ左も，我々の目的は此の地方の地磁気の局所

的異常在求むるにあることと後に示されたる如きこの異常の大きさを考に取るならば，こ

の再度の修正で充分であることがわカ・る。

=仙二此等の修正の施された三要素及び之から北，凶， ドの分力及び全磁力そ出したもの

や示せば第二表の如くになる。

( 36 ) 
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測量占 円!日平輔高度局地純度緯度
要素 測定値 獲イヒの 修正値

番号虎 修正値修正修正修正値修正修正

一一一一一一 円 一一ー cふ<1 I Cu;C-of 一一一 ー一 一一一 一一一 一

ì'alu い ~~:i. Ul ~ltit~~.~ ~O:~::t，e I Correcti I Correcti I Cor.d 
:--10. I Elcm Ohs. Valnel ;o~'lliu I ~t':Öinr . Correcti I ~， }~cal I ';-;f~~'i I ~，;-io~ 中 Value
ent O，::，.lJlU I ~:. .l)l¥Ir. I on I Vallle 

r.Yari. I Mean. 

14 8 5003.'10 5001.'5 0.'62 -0.'06 5
002.'1 0.'00 -0.'28 5

001.'8 

。46010.'8 1.'71 -0ペ11 46012.'6 0.'00 一1.'67 46
010.'9 

H 32162 -30.6 2.5 32134 0.0 7.0 32141 

15 B 5004.'33 5'03.'0 0.'87 -0.'07 5
003.'8 0.'01 -0.'24 5

003.'6 

e 46028.'8 1.'15 -0.'01 46
030.'0 -0.'04 -1.'45 46

028.'5 

H 32126 -26.6 2.9 32102 -0.3 6.1 32108 

16 E 5011.'87 5010.'8 0.'79 -0.'08 5
011.'5 0.'01 -0.'24 5

011.'3 

8 46016.'4 1.'52 -0ペ)1 46017.'9 -0.'06 -1.'43 46
016.'4 

H 32106 -40.6 3.2 32069 -0.6 6.0 32074 

17 
。町、 5'19.'07 5'18.'3 0.'77 -0.'09 5'19.'0 0.'02 一0.'19 5'18.'8 。46'20.'9 1.'53 -0.'01 46'22.'4 -0・'09 -1.'14 46'21.'2 

H 32049 -42.6 3. 7 32010 -0.8 4.8 32014 

18 8 5'17.'28 5'16.'9 0.'85 -0.'11 5'17.'6 0.'02 -0.'15 5'17.'5 。46005.'7 1.'00 -0.'01 46
006.'7 -0.'11 -0.'90 46

005.'7 

1I 31931 -28.1 4.2 31907 -1.0 3.8 31910 

19 8 5'30.'30 5029 '7 0.'29 -0.'12 5'29.'9 0.'02 -0.'11 5'29.'8 。46'16.'2 1.'43 -0.'01 46
017.'6 -0.'11 -0.'67 46

016.'8 

H 317555 -31. 5 4. 7 31728 -1.0 2.8 31730 

20 B 5006.'28 5'06.'2 0.'91 -0.'11 5'07.'0 0.'02 -0.'15 5
006.'9 

8 46016.'0 0.'47 -0.'01 46'16.'5 -0.'12 -0氾9 46'15.'5 

正f 31885 -33.6 4.2 31856 -1.1 3. 7 31859 

21 。 4027.'90 4027.'2 0.'47 -0.'11 4027，'6 0.'03 -0.'15 4
027.'5 。46'06.'4 0.'89 -0.'01 46007.'3 -0.'16 -0.'94 46'06.'2 

E 32049 -32.6 4.4 32021 -1.4 3.9 32024 

22 s 4'54.'97 4'53.'3 0.'73 -0.'10 4'53.'9 0.'03 -0.'18 405~.'7 。46022.'1 0.'79 -0.'01 46'22.'9 -0.'15 一1.'09 46'21.'7 
H 31942 -31. 3 3.9 31915 -1.3 4.6 31918 

23 
。守、 4'40.'30 4040.'2 0.'73 -0.'12 4040.'8 0.'03 -0.'17 4'40.'7 。46'03.'6 0.'79 -0.'01 46004.'4 -0.'17 -1.'05 46'03.'2 
E 32108 -31. 3 4. 6 32081 -1.5 4. 4 32084 

24 8 5007.'78 5'05，'0 0.'85 -0.'13 5'05.'7 0.'03 一0.'19 5
005.'5 。46'05.'3 0.'76 -0.'01 46'06.'1 -0.'20 -1.'12 46'04.'8 

E 32080 -32.8 5.1 32042 -1.8 4. 7 32055 

25 
。、 4054.'25 4053.'7 0.'62 -0.'11 4'54.'2 0.'03 -0.'20 4054.'0 。46'17.'4 1.'09 -0.'01 46018.'5 -0.'17 -1.'22 46017.'1 
E 31960 -88.7 4.4 31926 -1.5 5.1 13930 

26 
。、 4'57.'78 4055.'9 0.'39 -0.'12 4'56.'2 0.'03 -0.'22 4'56.'0 。46'33.'7 1.'41 -0ペ)1 46'35.'1 -0.'17 -1.'33 46'33.'6 
H 31738 -44.6 4.7 31698 ー1.5 5.5 31702 

27 8 4'26.'22 4023.'4 0.'20 -0.'11 4023.'5 0.'03 -0.'24 4'23.'3 。45051.'6 - 0.'16 -0.'01 45'51.'4 -0.'18 -1.'43 45'49.'8 
E 32526 -12.1 4.4 32518 -1.6 6.0 32522 

28 
む.、 4'00.'78 3059.'9 0'20 -0.'12 4'00.'0 0.'03 -0.句~4 3'59.'8 。45042.'8 - 0.'16 -0.'01 45'42.'6 一0.'20 -1.'45 45'40.'9 
H 32620 -12.1 4.7 32613 -1.8 6.1 32617 

29 8 4035.'53 4
033.'0 0.'48 -0目'12 4033.'4 0.'04 -0勺6 4'33.'2 。45050.'3 0.'04 -0.'01 45'50.'3 -0.'21 -1.'61 45'48.'5 

E 32208 -11. 7 4. 7 82201 -1.8 6. 7 32206 
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島原宇島周山周聞に於ける地E段無異常に就いて

訊u賂 日書雪化 日卒均値 高 度!局地!緯度 緯度要素 測 定 値 獲イヒ の 修 正値
番披 修正値 修 疋 修 正修正イ直修正 修正
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orrectI I ~~ocal ¥ a I 011 f or ^ I 011 f~r ; I ¥' ~ I ent u eon  ，l ueon  for on for，s IドIle
一 一一一一一一 一一ー一一 一一 一

30 
む.、 3056.'27 3056.'2 0.'30 -0.'12 3056，'4 0.'03 -0.'25 3

056.'2 。47"28.'1 - 1.'26 -0.'01 47026.'8 一日九7 一1.'51 47025.'1 
H 31596 -14.8 4.7 31588 一1，5 6，3 31593 

31 。 5007.'10 5005.'6 0.'46 -0.'10 5006.'0 0.'03 -0.'27 5005.'8 。46'29，'6 - 0.'59 -0.'01 46'29.'0 一0.'16 -1.恰7 46'27.'2 
H 32071 -24.9 4.1 32050 -1.4 7.0 32056 

32 8 5'09.'85 5009.'3 0.'46 -0.'09 5009.'7 0.'03 一0.'26 5009.'5 
8 46'36.'5 - 0.'59 -0ペ)1 46'35.'9 -0.'15 -1.'59 46034.'2 
E 31966 -24.9 3.7 31945 -1.3 6. 7 31950 

33 
。、 5006.'53 5'05.'2 0.'02 -0.'09 5'05.'1 0.'03 -0.'23 5'04.'9 。46'16.'2 - 1.'02 -0.'01 46'15.'2 -0.'15 -1.'37 46013.'7 
H 32178 -20.4 3. 7 32161 -1.3 5.7 32165 

34 
む.、
5010.'05 5'07.'7 0.'65 -0.'09 5'08.'3 0.'02 -0.'21 5

008.'1 。46・25.'1 - 0.'57 一0.'01 46
024.'5 一0.'11 -1.'30 46<23.' 

H 32035 -14.4 3. 7 32024 -1.0 5.4 32028 

35 。 5'10.'88 5'10.'2 0.'65 -0.'09 5'10.'8 0.'02 -0.'24 5
010.'6 。46025.'1 - 0.'57 -0.'01 46024.'5 -0.'12 -1.'43 46
022.'9 

正王 32158 -14.4 3.4 32147 -1. 1 6.0 32152 

36 。 5'18.'63 5'17.'0 - 0.'19 -0.'08 5'16.'7 0.'02 -0.'30 5'16.'4 。46029.'3 - 1.'00 -0.'01 46'28.'3 -0.'11 -1.'79 46'26.'4 
E 31913 て18.1 3.2 31898 -1.0 7. 5 31905 

37 
。、
5'02.'97 5002.'8 - 0.'19 -0.'09 5002.'5 0.'02 -0.'29 5

002.'2 。46'21.'2 - 1.'00 -0.'01 46020.'2 -0.'12 -1.'76 46
018.'3 

H 31977 -18.1 3.4 31962 -1.1 7.4 31968 

38 む.、
5010.'25 5'07.'8 0.'07 -0.'08 5'07.'8 0.'02 -0.'26 5

007.'6 。46'23.'9 - 0.'78 -0.'01 46・23.' -0汀O -1.'56 46'21.'4 
主主 32112 -17.6 3，2 32098 -0.9 6.5 32104 

39 8 4058.'23 4058.'5 0.'38 -0"07 4'58.'8 0.'01 -0.'28 4058.'5 。46'33.'3 - 0.'54 -0.'01 46032.'8 -0.'04 -1.'68 46'31.' 
H 31964 -20.5 2. 7 31946 一0.3 7.0 31953 

40 。、
4'59.'37 4058.'1 0.'38 一0.'06 4'58.'4 0.'00 一0.'29 4'58.'1 

8 46038.'1 - 0.'54 -0.'01 46037.'6 0.'01 -1.'75 46'35.'9 
E 31793 -20.5 2.4 31775 0.1 7.3 31782 

41 8 4'49.'78 4049.'9 0.'09 -0.'05 4049.'9 -0.'01 -0.'30 4049.'6 。46025.'3 - 0.'18 一0.'01 46'25.'1 0.'03 -1.'84 46023.'3 
H 32000 -21. 5 1.9 31980 0.3 7.7 31988 

42 B 4'51.'93 4'50.'7 0.'09 -0.'04 4'50.'8 -0.'01 -0.'35 4050.'4 。46040.'7 - 0.'18 0.'00 46040.'5 0.'06 -2.'10 46038.'5 
E 31996 -21. 5 1.5 31976 0.5 8.8 31985 

43 。 4017.'83 4016.'8 0.'02 -0.'04 4016.'8 ← 0.'01 -0.'29 4016.'5 。46026.'2 0.'17 0.'00 46'26.'4 0.'06 -1.'75 46'24，'7 
H 32024 -18.5 1.7 32007 O. 6 7. 3 32015 

44 。 4'36.'98 4・35.'9 0.'02 -0.'05 4'35.'9 -0.'01 -0.'27 4035.'6 。46008.'8 0汀7 -0.'01 46009.'0 0.'03 -1.'61 46007.'4 
E 32120 -18.5 1.9 32103 0.3 6. 7 32110 

45 。 4025.'62 4025.'0 - 0.'33 -0.'04 4'24.'6 -0ペ)1 -0.'32 4024.'3 。46047.'3 - 0.'48 0.'00 46046.'8 0.'08 -1.'95 46044.'9 
H 31753 - 9.9 1.5 O. 7 8.1 31754 

( 39 ) 



島原宇島屑山周聞に於ける地磁無異常に就てい

訊IJ貼 日型軽化 日卒均値 高 度 局 地 経度 緯度
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修正値

者幸披 修正値 修 正 修 正値 修正 修正
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043.'5 0九3 -2.'15 46

041.'5 

正J 31873 16.8 1.0 31891 1.1 9.0 31901 
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046.'3 。46029.'7 -0:61 。'00 I 46029.'1 0汀5 -2.'99 46
026.'3 

H 32071 17.8 0.5 i 42049 1.3 12.5 32063 

51 む。 4048.'23 4045.'8 0.'25 -0.'02 4
046.'0 -0.'02 -0.'50 4

045.'5 。46'36.'7 -0.'86 0.'00 46
035.'8 0.'12 -3.'01 46

032.'9 

正E 31986 10.8 O. 7 31998 1.0 12.6 32012 

52 。れ 4054.'70 4052.'0 0.'21 一0.'03 4052.'2 -0.'01 -0.'45 4
051.'7 

9 I 48045.'0 -0.'20 0.'00 46044.'8 0.'07 ← 2，'70 46
042.'2 

H 31928 28.3 1.2 31958 0.6 11.3 31970 

53 。 4059.'05 4056.'0 0.'30 -0.'02 4
056.'3 -0.'01 -0.'52 4'55.'8 。46035.'9 0.'42 0.'00 46
036.'3 0.'07 -3.'16 46

033.'2 
H 31769 24.1 0.6 13.2 31808 

54 。 4047.'05 4044.'4 0.'54 -0.'03 I 4
044.'9 0.'00 -0.'52 4

044.'4 
9 I 46010.'1 -0.'41 0.'00 I 46009.'7 0.'01 -3.'16 46

006.'5 
H 32107 28. 1 1.4 32137 0.1 13.2 32150 

55 
。、 5008.'50 5008.'8 0.'12 -0.'01 5008.'9 -0.'05 -0.'04 5

008.'8 。46025.'7 -0.'99 0.'00 46024.'7 0.'27 -0.'27 46024.'7 
正E 31885 34.6 O. 5 31920 2. 4 1. 1 31924 

56 8 5032.'10 5032.'1 -0.'17 -0.'02 5031.'9 -0.'04 0.'09 5032.'0 
8 45043.'7 -0.'99 0.'00 45042.'7 0.'18 0.'51 45043.'4 
H 31888 38.5 O. 7 31927 1.6 -2.2 31926 

57 E 5008.'55 5008.'5 -0.'02 -0.'03 5008.'4 -0.'04 0九7 5008.'5 。46022.'2 -0.'48 0.'00 46021.'7 0.'20 1.'01 46022.'9 
H 31999 26.5 1.2 32027 1.8 -4.2 32025 

58 
。、 5013.'33 5012.'7 0.'07 -0.'03 5012.'7 -0.'03 0.'27 5012.'9 。46031.'0 -0.'40 0.'00 43 6。30.'6 0.'17 1.'64 46032.'4 
E 31853 24.3 1.4 1879 1.5 -6.8 31874 

59 
。、 50 8:97 5008.'5 0.'17 -004l5削 -0.'03 0.'83 5008.'9 
8 46033.'5 -0.'44 0.'00 I 46033.'1 0.'15 1.'98 46035.'2 
H 31893 24.8 1.7 31920 1.3 -8.3 31913 

60 o 1)'017.'25 5017.'2 0.'16 -0.'06 5017.'3 -0.'02 0.'29 5017.'6 
8 46025.'3 -0.'11 -0ペ)1 46025.'2 0.'10 1.'75 46・27.'1
H 32015 '22.5 2.5 32040 0.9 -7.3 
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。、 5013.'87 5013.'7 0.'14 -0.'06 5013.'8 -0.'02 0.'34 5014.'1 。46035.'0 0.'09 -0.'01 46035.'1 0.'10 2.'06 46037.'8 
E 32003 16.4 2.2 32022 0.9 -8.6 32014 
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島原牛島唐山周聞に於ける地磁気異常に就いて
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島原宇烏眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて

測結 日後化日卒均値高度局地経度緯度
要素測定値 務化の 修正値

番鏡 修正値修正修正修正値修正修正

Elem 什1町.Y CI or.dLV ド~;~;i. ~: I ~ltitlld，~ ~o.;~e_c_t; I ， ~~rrC~c. 1.~~rr2:. I Cor.d 
).;0. I I~:， e 10; 、an.~I. I Correcti I d Local I lion for I tion for I ;;o~. 
り DEur.V Dlur-IM Olerectl 《 oca tlon r10n r Value 
ent a111ear1.ean on Value k 中

78 I r; I 5002.'80 I 5002均一0.'35 I -0.'02 I 5002.'4 ー0.'041 0.'26 1 5002.'6 
6 1 46037.'2 ー 0.'16 I 0.'00 I 46037，'0 I 0，'24 I 1.'61 I 46038.'9 
H 1 31824 1 22，1 0.7 1 31847 1 2.2 1 -6.7 1 31842 

79 1 0 1 5002.'00 1 5001.'9 ー 0.'19 ー 0.'01 1 5001.'7 ー 0.'051 0.'30 1 6002.'0 
6 1 46033.'6 1 1 -0.'08 1 0.'00 1 46033.'5 1 0.'31 1 1.'84 1 46035.'7 
H 1 31916 1 19.9 0.3 1 31936 1 2.8 1 -7.7 1 31931 

80 1 r; 1 5015.'18 1 5015.'2 ー0.'49 1 0.'00 1 5014.'7 1 -0，'06 1 0.'22 1 5014.'9 。46033，'9 ー 0.'15 1 0.'00 1 46033.'7 1 0.'33 1 1.'36 1 46035九|
II 1 31696 1 22.7 1 0.0 31719 1 2.9 1 -5.7 1 31716 1 

81 1 r; 1 4036.'15 1 4036・'4I -0.'37 I 0.'00 I 4036.'0 I -0.'05 I 0.'17 I 4036.'1 I 。46028.'7 1 1 -0.'49 1 0.'00 1 46028.'2 1 0.'28 1 1.'04 1 46029.'5 
II 1 32067 1 22.3 1 0.2 32090 1 2.5 1 -4.4 1 32088 

82 1 (; l' 4050.'38 1 4050.'5 1 -0.'69 ーO.'01 1 4049.'8 ー0.'041 0.'11 1 4049.'9 
。九46042.'3 ー 0.'36 I 0.'00 I 46041.'9 I 0.'~3 I 0.'67 I 46042.'8 
H 1 31883 1 1 35.8 0.3 1 31819 1 2.1 1 -2.8 1 31918 

83 1 r; 1 4054.'47 1 4054.'5 1 -0.'58 1 0.'00 1 1053.'9 ー0.'051 0.'10 1 4054.'0 
~ 1 46012.'3 ー 0.'17 1 0.'00 1 46012.'1 1 0.'31 1 0.'58 1 46013.'0 
II I 31918 I 31.2 0.0 I 31949 I 2.7 1-2.4 I 31949 

84 I o I 4041.'55 I 4042.'3 I -0.'44 ー0.'01 1 4041.'8 ー0.'041 0.'01 1 4041.'8 
o 1 46

0

23.'1 ー 0.'63 1 0.'00 1 46022.'5 1 0.'24 1 0.'05 1 46022.'8 
.f[ I 31723 1 27.9 1 0.3 31751 1 2.1 ー 0.2 1 31753 

85 I (; I 4056.'17 I 4056.'1 I -0.'63 I 0.'00 I 4055.'5 I -0.'05 ー 0.'031 4055.' 4 
o 1 46

0

13.'0 ー 0.'58 1 0.'00 1 46012.'4 1 0.'29 ー 0.'161 46012.'5 
II I 31818 I 23.6 I 0.2 I 31842 I 2.6 I 0.7 I 81845 

86 1 r; 1 4
0

45.'15 1 4045.'1 ー 0.'58 1 0.'00 1 4044.'5 ー 0.'06I 0.'00 I 4044.'4 
6 1 46

0

35.'1 ー0.'84 I 0.'00 I 46034.'3 I 0.'33 I 0.'00 I 46034.'6 
H I 31526 I 27.1 I 0.0 I 31553 I 2.9 I 0.0 I 31556 

87 I iJ I 4025.'13 I 4025.'4 I -0.'62 I 0.'00 I 4024.'8 I -0.'07 ー 0.'071 4024 '7 
iθ46

0

37.'7 ーO明 0.'00 1 46037.'0 1 0.'39 ー 0九21 46037.'0 
lH I 31760 I 22.3 I 0.0 I 31782 I 35 1 1. 8 1 31787 

第二表偏角，伏角，と7Jc司王磁力，金磁力，北方，西方，及び下方磁力

B H I I N 

(1) 4
055.'6 46052.'6 31919 46693 31801 2742 34081 

【2) 35.'6 31883 46396 33707 

B 45.'3 35.'8 31738 46189 31628 2631 33557 

4 58.'4 39.'4 31833 46379 31714 2763 33729 

5 41.'6 31.'0 31814 46232 31708 2603 33544 

6 5000.'0 42.'9 31864 46474 31743 2777 33831 

7 4048.'4 26.'3 32031 46480 31919 2684 33681 

8 45.'8 39.'0 31849 46397 31740 2645 83738 

( 42 ) 



島原牛島屑山周聞に於ける地E波書ま異常に就いて

No. I __.~ ____ __ _ ~____ _j _ _ H _ _ I __(_， N I w I 
一一一一一 一一 一 一 一一

9 4038.'8 46040.'0 31866 46436 31762 2582 33776 

(10) 44.'6 47023.'6 31390 46369 31288 2596 34128 

11 44.'5 46048.'7 31740 46376 31631 2624 33813 

【12) 54.'8 45047.'4 32290 46307 32171 2766 33192 

13 39.'2 46035.'6 31904 46427 31798 2589 33729 

14 5001.'8 10.'9 32141 46421 32017 2818 33495 

15 03.'6 28.'5 32108 46621 31983 2830 33804 

16 11.'3 16.'4 32074 46401 31942 2900 33532 

17 18.'8 21.'2 32014 46383 31877 2965 33563 

18 17.'5 05.'7 31910 46015 31774 2943 33153 

19 29.'8 16.'8 31730 45909 31584 3039 33180 

20 06.'¥l 15.'5 31859 46079 31733 2840 33291 

(21) 4027.'5 06.'2 32024 46187 31928 2489 33282 

22 53.'7 21.'7 31918 46250 31801 2724 33471 

23 40.'7 03.'2 32084 46230 31977 2617 33286 

24 5005.'5 04.'8 32055 46212 31929 2845 33287 

25 4054.'0 17.'1 31930 46203 31813 2728 33395 

(26) 56.'0 33.'6 31702 46104 31584 2727 33477 

(27) 23.'3 45049.'8 32522 46673 32426 2488 33478 

(28) 3059.'8 40.'9 32617 46686 32538 2273 33402 

(29) 4・33.'2 48.'5 32206 46203 32105 2557 33128 

【30) 3056.'2 47・25.'1 31593 46690 31519 2170 34378 

31 5005.'8 46027.'2 32056 46529 31930 2848 33725 

32 09.'5 34.'2 31950 46474 31820 2872 33750 

33 04.'9 13.'7 32165 46495 32038 2849 33574 

34 08.'1 23.'1 32028 46430 31900 2866 33615 

35 10.'6 22.'9 32152 46607 32021 2901 33741 

(36) 16.'4 26.'4 31905 46297 31770 2933 33550 

37 02.'2 18.'3 31968 46275 31844 2807 33458 

38 07.'6 21.'4 32104 46515 31975 2869 33660 

39 4058.'5 31.'1 31953 46434 31832 2771 33693 

40 • 58.'1 35.'9 31782 46254 31662 2753 33606 

41 49.'6 23.'3 31988 46375 31875 2691 33577 

( 4:1 ) 



島原牟島周山周閣に於ける地磁無異常に就いて

。守、 。 H f λr w γ 

42 4050.'4 46038.'5 31985 46587 31872 2698 33872 

43 16.'5 24.'7 32015 46434 31926 2387 33632 

44 35.'6 07.'4 32110 46326 32006 2572 33394 

45 24.'3 44.'9 31754 46341 31660 2439 33753 

46 50.'5 33.'4 31966 46486 31852 2698 33751 

47 45.'2 41.'5 31901 46507 31791 2643 33834 

(48) 47.'9 40.'4 32064 46730 31952 2682 33994 

49 42.'8 29.'9 31945 46406 31837 2625 33660 

50 46.'3 26.'3 32063 46526 31952 2667 33715 

51 45.'5 32.'9 82012 46547 31902 2655 33790 

52 51.'7 42.'2 31970 46618 31855 2709 33929 

53 55.'8 33.'2 31808 46254 31691 2734 33581 

54 44.'4 06.'5 32150 46373 32040 2657 33418 

55 5008.'8 24.'7 31924 46301 31795 2864 33537 

(56) 32.'0 45043.'4 31926 45730 31777 3078 32742 

57 08.'5 46022.'9. 32025 46423 31897 2870 33608 

58 12.'9 32.'4 31874 46337 31742 2897 33634 

59 08.'9 35.'2 31913 46434 31784 2864 33731 

60 17.'6 27.'1 32034 46495 31898 2956 33700 

61 14.'1 37.'3 32014 46612 31881 2922 33880 

62 10.'9 29.'6 32155 46706 32023 2904 33875 

63 4055.'9 20.'7 32150 46573 32031 2764 33696 

64 5031.'8 27.'8 32077 46567 31928 3091 33758 

65 00.'9 23.'2 32221 46711 32098 2817 33819 

66 4037.'1 26.'6 32384 46711 32279 2608 33663 

67 23.'0 11.'0 32398 46794 32304 2476 33764 

68 31.'3 00.'9 32387 46635 32287 2554 38555 

69 56.'2 09.'3 32062 46285 31944 2760 33381 

70 57.'6 29.'0 32018 46499 31899 2769 33720 

71 5008.'6 46047.'7 31997 46737 31869 2886 34068 

72 17.'3 36.'0 32064 46667 31928 2956 33907 

73 09.'8 35.'9 32007 46582 31878 2880 33844 

74 09.'0 40.'7 31938 46550 31809 2867 33865 

( 44 ) 



島原宇島眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて

No. 8 。 E f N w y 

75 5006.'9 46036.'8 31940 46497 31812 2848 33791 

76 08.'4 34.'7 31942 46470 31813 2862 33752 

77 11.'2 32.'6 31925 46415 31794 2886 33693 

78 02.'6 38.'9 31842 46385 31719 2799 33729 

79 02.'0 35.'7 31931 46468 31808 2802 33760 

80 14.'9 35.'4 31716 46151 31583 2901 33526 

81 4036.'1 29.'5 32088 46608 31984 2575 33803 

82 49.'9 42.'8 31918 46551 31804 2688 33886 

83 54.'0 13.'0 31949 46173 31832 2730 33335 

(84) 41'8 22.'8 31753 46027 31646 2600 33320 

(85) 55.'4 ， 12.'5 31845 46017 31728 2734 33217 

(86) 44.'4 34.'6 31556 45907 31448 2608 33342 

(87) 24.'7 37.'0 31787 46277 31693 2445 33633 

卒均 4057.'51 46027 '29 31988.3 46432.0 31868.2 2766.3 

但し( )を附したるものは平均より除外す。

3て前表の u，6，H及びfぞ別個に岡示すると第四圃乃至第七聞となる。此等の闘ヰヒ通費

する時は種々面白いことを見出すことが出来る。先づ偏角固に就いて見るに，眉山中央に

東西及び南北の二線沿作る時四分された各象限が夫々一固となって同-方向に偏差是有す

ることを勾lる。卸ち西北及び東南の二象限は卒均値より大きく，東北及び西南の二象阪は

平均値より小であることを知ることが出来る。之から判断すると府山が大鰐南北に磁化し

て一つの磁石の如くなり，北}JはN傾南方はS極となって其の作用が一般地球磁場に加っ

て居ることをィーして居る。此のことは，伏角固に於て円山南北嗣側の各貼の値一般に小で、

あること，父Jkjl{磁力及び全磁力闘に於て矢張，)岡部分の値が夫々大となり東西財側に於

て比較的小であること等からも裏書きすることが出来る。

此1上:子一一a般の傾向の外に部分的壁化として測黒鮎占2却8，3却o~を旨中心とし7にこ一閣の偏角の小 Cある

のは所謂る新農の磁化に依るものでで‘あるニとが推定せられる 叉測黒黒製~~2幻1を中心心.とし fニン←一.闇

が同様に小さい値を有有.するのは此の西南

カか、恰ら北方測黒貼占7に至る間が所調寛攻の大爆麓に依る流山の一7帯幣でで、相等複雑な』服犬を刀示ミして居

( 45 ) 



島原牛島嵐山周闘に於ける地磁気異常に就いて

ることは大きな岩塊の散在して居ることから嘗然考へられることである。

又全磁力線固に見る特異月対兄は眉山北方の中央の測艶40及び4V旨中心とした一群の値の

&必a必鳳(6)

..J.oor‘ι也叩

立i4凶偏 角

特に小で‘あることで，之は此の附近は眉山西}Jから押し出された流山の火塊があって之が

全程として磁化し其の磁場が眉山のものと相反するニとに依るものと忠はれる。

叉各国共通のこととしては測貼 1 が奮城~Hこる小Jí:1:にある閥係上何れも異常ぞ呈して

居ることである。向眉山南方に於て測瓢67以下の砲で等値線が何れも特殊の形ぞ示して居

るが，之れ眉山に依る影響の外此の部の西父は西南方にある普賢岳・の影響の相等たきいこ

とを示して居るものと息はれる。

向此所に特l二注意すべきことは，測艶10と12及ひ28と30とが夫々近接貼であり且つ伏角

( 46 ) 



烏原や島眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて

~(刷
y.“1ft<世 "，.，ι叫_d.測H偶，.....，柑・n:2')
』ル也..li叫 ot:.. tι~ t!..回目......，輔・.....・B

』副島叫ι~， 事~......!.A.. .3fu叫1u to.&~to 幅二叫鴨岬""ι
P 珂..~fl-Mdt.皆ιoI.a悼t...臥・・4似品

第 5闘伏 角

及び水Zp:磁力では各反封の大異常を呈して居るにも拘はらす偏角及び全磁力に於ては大差

ない値を示して居ることである。之れ前二者の異常が各測黒占の足下小範囲に原因を有する

こと冶指示するものと考へらる込のである。叉測票占56は寛攻大爆護の爆裂火口の中心に最

も近い貼である関係であるか否かは不明であるが，水Zji磁力には特に異常を見ないのに偏

角及び伏角では著しい特異性ぞ示して居ることも注目すべきことである

5. 第一次及び第二次局地異常

さて中央黒占 (A=130
0

20.'5，干=32'46.'00)に於ての一般計算値を前節(iv)に示しずこ水路部

の式から求め，之に宇ク年閣の捜化hHふる時は，此の貼の 1923.5年の値を求めることが
出来る。而しながら此外九州地方・情に:疋つての地方的異常の式

( 47 ) 



王寺原宇島周山周囲に於ける地磁気異常に就いて

1'6=16.'14+3.'38480 d.中+0.'3847d.Aー 0.'115902d.ポ

十0'098700的必ー0.'270180d.A2 

1'0=35.'43ー 10.'7736d.中十1.'66016A-0.'30 1770d.ポ

十0.'140226旬以ーO九98222ð.À~

i'H=178.T1十6.γ851A宇一 17.T651AA-3.T5818ムポ

十5.131987的以-2.γ8238U>.2

ル吻伺M ムt.....a.，¥川 .llOtW易僧ー.阜岬晶m 山 m畑 "ψd ‘仙.a. I J ， ， . . ~ J ) 

t宮"'"柚帽恥
治帽4向..1-'"匂....t.lJ品叩f.t 4 p 併 h 司一'司$ゐ .酎々A晶叫 H伽‘...，匂.w色J..11 ‘川‘ι』鈍幽.~叫" 咽..... “4 

第 6聞 7]<. 卒磁力

に依る異常冶有する故此の修正を施して計算値を求むればタ:の如くなる。

二ーっちir1JP71r
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島原牛島眉山周聞に於ける地磁気異常に就いて

l8 I 45036.'19 

31666T 

w I一一一 --~I

7I -
1 I I 

47.'35 

221.T1 

，-.t..t .J，必制品曹t1)
必叫4年d晶 1.9.J.n.i匂

第 7回全

J.T45 

磁 カ

日1889

31778 

2654 

33479 

46236 

各測黒~に於ける値と此の計算値との差与を第一者局地異常と稀することとし7ニc 而し此の

中には測動範圏全部に亙り共通に存するものありとすれば之も含まれて居る。号式:の第三去

( 49 ) 



島原牟鳥居山周閣に於ける地磁気異常に就いて

第三表 第一女局地異常(修正値から中央計算{涯を引いたもの)

N 0.1 N' 1 W' 1 V' ~1' 1 中， 1 8' H' I' 

Y Y Y Y T T 

1 1 23 i 88 1-602 1 91 609 75。_81
0 33 260 195 - 95 325 339 37。一16'

2 1 1 1-228 34 122 212 -136 245 280 60 -29 

3 1-150 j- 23 1- 781152 171 -171 -27 35 243 247 -262 347 435 45 -37 

41- 64 109 -250 126 280 120 -63 36 - 8 279 - 71 279 288 92 -14 

5 1- 70 - 51 - 65 87 108 -144 -37 37 66 153 21 167 168 67 
7 

61-35 123 -352 128 374 106 -70 38 197 215 -181 292 343 48 -32 

7 141 30 -202 144 248 12 -55 39 54 117 -214 129 520 65 

8 1- 38 - 9 -259 39 262 -167 -81 40 -116 99 -127 152 198 140 -40 

91-16 ー72-297 74 306 -103 -76 41 97 37 - 98 104 143 21 -43 

10 -495 - 58 -649 499 818 -173 -52 42 94 44 -393 104 407 25 -75 

11 -147 - 30 -334 150 366 -168 -66 43 148 -267 -153 305 341 - 61 -27 

12 393 112 287 408 499 16 35 44 228 - 82 85 242 257 - 20 19 

13 20 - 65 -250 68 259 - 73 -75 45 -118 -215 -274 245 368 -119 -48 

14 239 164 - 16 272 273 34 - 3 46 74 も4-272 86 285 31 一72

15 205 176 -325 270 423 41 -50 47 13 - 11 -355 17 355 - 40 -87 

16 164 246 - 53 296 300 56 -10 48 174 28 -515 176 544 9 1-71 

17 99 311 - 84 326 337 72 -14 49 59 - 29 -181 66 192 - 26 -70 

18 - 4 289 326 289 436 91 48 50 174 13 -236 175 294 41-53 

19 -194 385 299 431 524 117 35 51 124 1 1-311 124 327 。-68 
20 - 45 186 188 191 268 104 45 52 77 55 -4.50 95 460 36 -78 

21 150 -165 197 223 298 - 48 41 53 - 87 80 -102 118 156 137 -41 

22 23 70 8 74 74 72 61 54 262 3 61 262 269 13 

23 199 - 37 193 203 280 - 11 44 55 17 210 - 58 211 219 85 一15
24 151 191 192 243 310 52 38 56 424 737 424 851 90 60 

25 35 74 84 82 117 65 46 57 119 216 -129 246 278 61 -28 

26 -194 73 2 207 207 159 1158 - 36 243 -155 246 291 98 -32 

27 648 -166 1 I 669 669 - 14 01 59 6 210 -252 210 328 89 -50 

28 760 -381 77 851 854 - 27 5160 120 302 -221 325 393 68 -34 

29 327 - 97 351 341 490 - 17 46 61 103 268 -401 287 493 69 -56 

30 -259 -484 -899 549 1052 -116 -59 62 245 250 -396 350 529 46 -49 

31 152 194 -246 246 348 52 -45 63 253 110 -217 276 351 24 -38 

32 42 218 -271 222 350 79 -51 64 150 437 -279 462 535 71 -31 

( 50 ) 



島原牟島周山周囲に於ける地磁気異常に就いて

三.I_:j土|二 IH'I~' I 8'卜INIW'I v' IH'I rl干 I8' 
f T T T Y 

65 320 163 -340 359 494 27 -43。77 16 232 -214 233 316 86。-43' 

66 501 - 46 -184 503 536 - 5 -20 78 - 59 145 -250 157 ヰ95 112 -58 

67 526 -178 -285 556 625 -19 -27 79 30 148 -281 151 319 79 -62 

68 509 -100 - 76 519 524 -11 - 8 80 -195 247 - 47 315 318 128 - 8 

69 166 106 98 197 220 33 26 81 206 - 79 -324 220 392 - 21 -56 

70 121 115 -241 167 293 44 -55 82 26 34 -407 43 409 53 -84 

71 91 214 -587 233 631 67 -68 83 54 76 144 93 171 55 57 

72 150 302 -428 337 545 64 -52 84 -132 - 54 159 143 214 -158 48 

73 100 226 -365 247 441 66 -56 85 - 50 80 262 94 279 122 70 

74 31 213 -386 215 442 82 -61 86 -330 - 46 137 333 360 -172 22 

75 34 194 -312 197 369 80 -58 87 - 85 -209 -154 226 273 -112 -34 

76 35 208 -273 211 345 80 -52 

は此の第一共局地異常ぞ示したもので，第八闘は之を圃示したもので太い矢が夫れで、ある。

勿論此の闘は水平分力のみを示したものであるが，垂直分力は一般に 1'-心'に向って居り，

其の大勢は後の第十闘に就いて見ることが出来る。向本去に於ての"V'，""， 1"，は上述の

差であるが H'，1'， ♂， 0'は此等分カヰヒ組合せて{!}ナこものである(ぅL此慮に於ける垂直分

力は 1:方に向ふを正と取る，}J位は北ケより西を正とし京を負とし，伏角は上方を正とし

に「第八圃各測馳に附した括弧のない数字は此の伏角をぷし7こものである。因に後illの作

異常及ひ眉山に起因する磁力等の取扱ひれま皆之オtと同様である{

=大に今回の測貼の分布を円山ヰヒ中心として眺むるに， ~佐東西於て幾分封稀ぞ扶いで居る

のみで始んど針構ぞなして居る。それ故全瞳の平均そ取り，各票占の値から之ぞ引き去れば

各票占に共通のものは除去せられる。但し!I{均を取るに際し局部的態響の特に大であると思

はれる票占17個そ除外しfこ。第二夫以下で測勤番披にCJを附しにものはとであり，第二表

に於ける平均値は上illの意味のものである向後に円山の~響そ考ふる時に明となる遁~)， 

Y分力は平均値ぞ除き去ると円山に依る部分も幾分除去せらるミことを考慮.に入れて置く

必要がある。

兎に角以上の如くして求めた平均値ぞ各浪IJ馳の値から'iIく時は各測貼に闘して猫特のも

のが残る。第四表を見れば各車占に於ける値が如何に21"均から逸れて居るかを知ることが出

( 51 ) 



島原~烏眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて
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第 8幽第一次局地異常(水平磁力〉

来る。先の第四国乃至第七闘に於て等{直線を引くに際しては，此のJI"均値より kなるもの

を貰線で，小なるものを破線で表はして居るに

与えの第四表の内北・西及び垂直の分カ差'i:'組合せて各鮎に於ける特殊磁場を考へたもの

そ第二次局地異常と稀することとし，之ぞ第五表及び第九闘と第十闘とで示して居る。第

九闘で‘括弧に入って居・ない数字は此の際の伏角である。
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島原宇鳥居山周聞に於ける地磁気異常に就いて

第四表 修正値と卒均値との差

I48l A9JAH〉ド叶No ・(0-0川 )1(0-0間 (H-Ilm)¥(N-Nm)¥(N-N叫〉i〈1V1Fm(J-4n740E 〈δーδ市)¥(0-0"， J¥(H-Hm)¥( N-N"， J¥(IV-IV m)¥( 1" -1'，，)¥ U-I，局、
T Y T T T γ "f Y T T 

(1) - 1.'9 25.'3 - 69 - 67 - 25 423 260 33 7.'4 -13.'6 176 169 82 - 81 63 

(2) 8.'3 -105 51 - 36 34 10.'6 - 4.'2 40 31 99 - 40 - 2 

3 1-12.'2 8.'5 -249 -239 -135 - 98 -242 35 13.'1 - 4.'4 163 152 f34 85 174 

4 0.'9 12.'1 -154 -154 - 4 73 - 53 (36) 18.'9 - 0.'9 - 83 - 98 165 -105 -134 

5 1-15.' 3.'7 - 73 -160 -163 -111 -199 37 4.'7 - 9.'0 - 20 - 24 40 -196 -156 

6 2.'5 15.'6 -123 -125 10 175 42 38 10.'1 - 5.'9 115 106 102， 5 83 
71-9.'1 - 1.'0 43 50 - 82 25 48 39 1.'0 3.'8 - 35 - 36 4 37 2 

8 1-11.'7 11.'7 -138 -128 -121 82 - 35 40 0.'6 8.'6 -205 -205 - 14 - 49 -177 

9 1-18.'7 12.'7 -121 -106 -184 120 4 I 41 - 7.'9 - 4.'0 。 6 1 - 75 - 78 - 57 
(10) -12"9 56.'3 -595 -583 -170 470 - 63 42 - 7.'1 11.'2 - 3 3 1 - 68 216 154 

11 -13.'0 21.'4 -247 -236 -142 157 - 56 43 -41.'0 - 2.'6 27 57 -378 - 23 2 

(12) - 2.'7 -39.'9 300 301 - 1 -461 -124 44 -21.'9 -19.'9 121 137 -194 -260 -105 

13 -18.'3 8.'3 - 84 - 70 -177 73 - 5 45 -33.'2 17.'6 -233 -207 -326 97 - 90 

14 4.'3 -16.'4 152 148 51 -160 - 11 46 - 7.'0 6.'1 - 22 - 16 - 68 95 54 

15 6.'1 1.'2 119 114 63 148 189 47 -12.'3 14.'2 - 87 -77 -123 178 75 

16 13.'8 -10.'9 85 73 133 -123 - 31 (48) - 9.'6 13.'1 76 83 - 84 337 297 

17 21.'3 - 6.'1 26 8 197 - 92 - 49 49 -14.'7 2.'6 - 43 - 31 -141 5 1-26 

18 20.'0 -21.'6 - 78 - 94 175 -500 -415 50 -11.'2 - 1.'0 75 83 - 99 59 94 

19 32.'3 -10.'5 -257 -283 271 -473 -520 51 -12.'0 5.'6 24 33 -111 134 114 

20 9.'4 -11.'8 -128 -135 73 -363 -351 52 - 5.'8 14.'9 - 18 - 13 - 57 272 185 

(21) -30.'0 -21.'1 36 59 -276 -372 -244 53 - 1.'7 5.'9 -179 -177 - 33 - 74 -177 

22 - 3.'8 - 5.'6 - 70 - 67 - 43 -183 -181 54 -13.'1 -20.'8 161 171 -109 -236 - 59 

23 一16.'8-24.'1 95 108 -149 -358 -201 55 11.'3 - 2.'6 - 64 - 73 97 -118 -130 

24 8.'0 -22.'5 67 60 78 -367 -219 (56) 34.'5 -43.'9 - 62 - 91 310 -909 -698 

25 - 3.'5 -10.'2 - 58 - 55 - 39 -259 -228 57 11.'0 - 4.'4 37 28 103 - 47 - 9 

(26) - 1.'5 6.'3 -285 -283 - 40 -178 -326 58 15.'4 5.'1 -114 -126 130 - 21 - 94 

(27) -34.'2 -37.'5 531 55'5 -277 -177 240 59 11.'4 7.'9 - 75 - 84 97 75 2 

(28) -57.'7 -46.'4 626 666 -491 -252 253 60 20.'1 - 0.'2 46 29 188 44 63 

(29) -24.'3 -38九3 217 235 -209 -525 -228 61 16.'6 10.'0 26 12 154 223 179 

(30) -61.'3 57.'8 -393 ~348 -594 719 257 62 13.'4 2.FE 166 154 137 219 273 

31 8.'3 - 0.'1 68 61 81 69 97 63 - 1.'6 - 6.'6 161 162 - 3 40 140 

32 12.'0 6.'9 - 38 - 48 105 94 42 64 34.'4 0.'5 88 59 323 102 134 

( 53 ) 



島原宇烏屑山周聞に於ける地磁気異常に就いて

No.1ム514q!AffluluI|ムrl十|ム51491Ml 心 l ム ~m)1 叶ムf(6ーペn)l(0ーら〉|〔fr-ft，ρ(N← N，n)IOV-1Vm)IOーハρ 1-lm)1'"''"1(0-6，，，)1(0ーら)I(f{-H市 )1(N-Nm)I(IV-Wm)I(Vーら 〈f-4冗〕

T T T Y T T T T 

65 2.'4 - 4.'1 232 228 50 1 163 278 77 13.'7 5・'3- 63 - 74 119 37 - 17 

66 -20.'4 -20.'7 394 408 -158 1 8 278 78 5.'1 11.'6 -145 -149 32 73 - 47 

67 -34.'5 -16.'3 408 433 -289 108 360 79 4"5 8.'4 - 57 - 60 35 104 36 

68 -26.'2 -26.'4 397 416 -212 -100 202 80 17.'4 8.'1 -271 -284 134 -129 -280 

69 - 1.'3 -18.'0 74 75 - 7 -273 -146 81 -21.'4 2.'2 99 115 -191 147 175 

70 0.'1 1.'7 30 30 2 64 67 82 - 7.'6 15.'5 - 70 - 64 - 78 229 118 1 

71 11.'1 20.'4 9 。101 409 304 83 - 3.'5 -14.'3 - 39 - 36 - 37 -319 -258 
72 19.'8 8.'7 76 59 188 250 234 (84) -15.'7 - 4.'5 -234 -221 -166 -334 -403 

73 12.'3 8.'6 19 9 113 188 149 (85) - 2.'1 -14.'8 -142 -140 - 33 -436 -413 

74 11.'5 13.'4 - 50 - 59 100 209 117 (86) -13.'1 7.'3 -430 -418 -158 -312 -522 

75 9.'4 9.'5 - 48 - 56 81 135 65 (87) -32.'8 9.'7 -200 -175 -320 - 22 -154 

76 10.'9 7.'4 - 46 - 55 95 96 38 

第五表 第二次局地異常

No.lc利引二;.)1H7I 11" 1 中" 1 8" I NO.lc刈(J51)|(-Zlr|fF'i 中" I 0" 
Y T す Y T Y T T T 

( 1 ) - 67 - 25 -423 72 429 -160' -80。19 -283 271 473 392 614 136。50 。

(2) - 51 20 -135 73 363 154 394 152 67 

B -239 -135 98 275 292 -151。 20' (21) 59 -276 372 282 467 - 78 53 

41-154 - 4 - 73 154 170 -179' _25
0 

22 - 67 -'43 183 80 200 -147 66 

5 1-160 -163 111 228 254 -134。 26。23 108 -149 368 184 412 - 54 63 

6 1-125 10 -175 125 215 175。_54' 24 60 78 367 98 380 52 75 

7 50 - 82 - 25 96 99 - 59。-15' 25 - 55 - 39 259 67 268 -145 76 

8 1-128 -121 - 82 176 194 -137' -25。(26) -283 - 40 178 286 337 -172 32 

9 1-106 -184 -120 212 244 -120。-30' (27) 555 -277 177 620 645 - 27 16 

(10) -583 -170 -470 607 768 -164' -38。(28) 666 -491 252 828 865 - 36 17 

11 -236 -142 -157 275 317 -148。-30' (29) 235 -209 525 315 612 - 42 59 

(12) 301 - 1 461 301 551 。。 57。(30) -348 -594 ， -719 689 996 -120 -46 

13 - 70 -177 - 73 190 204 -112' -21。31 61 81 - 69 101 123 53 -34 

14 148 51 160 157 224 19
0 46。32 - 48 105 - 94 115 149 115 -39 

15 114 63 -148 130 197 29' _54
0 

33 169 82 81 188 205 26 23 

16 73 133 123 152 195 61
0 39。34 31 99 40 104 111 73 21 

17 8 197 92 197 218 88。 25。35 152 134 - 85 203 220 41 -23 

18 - 94 175 500 199 538 118。 68。(36) - 98 165 105 192 219 121 29 

( r;.1 ) 



島原宇島眉山周閣に於ける地磁気異常に就いて

No. 
N" 

I-I" [" 1N"1w'|/}| (" 。"(t:.N) (t:.W)I(-t:.V) fふγJI(t:.wヲ(-::.，勺i/1"1 [" 
τ T Y Y τ Y Y Y '( Y 

87 - 24 40 196 47 201 121
0 77。 63 162 - 3 - 40 162 167 1。ー14。

38 106 102 - 5 147 147 44。- 2。 64 59 823 -102 328 344 80。-17。

39 - 36 41-37 36 52 174。_460 65 228 50 -Hi3 233 285 12。-35。

40 -205 - 14 49 206 211 -176
0 13。 66 408 -158 - 8 438 438 - 21

0 

41 6 1-75 78 75 108 - 85。 46
0 67 433 -289 -108 521 532 - 34。-12。

42 31-68 216 68 227 - 87白 _73
0 68 416 -212 100 467 478 _ 27

0 12。

43 57 -378 23 382 383 - 81。 3。 69 75 一7 273 75 283 ーゲ 75。

44 137 -194 260 237 352 - 55
0 48。 70 30 2 1 - 64 30 71 4'1 _65

0 

45 -207 -326 - 97 386 398 -122。-14。 71 。101 -409 101 421 90。-76。
46 - 16 - 68 - 95 70 118 -103。-54。 72 59 188 -250 197 318 73' -52。

47 -77 -123 -178 145 230 -122
0 -51。 73 9 113 -188 113 220 85

0 -59。

(48) 83 - 84 -337 118 357 - 45。-710 74 - 59 100 -209 116 239 121。-61ι 

49 - 31 -141 - 5 144 144 -102。- 2
0 

75 - 56 81 -135 98 167 125。-54。

50 83 - 99 - 59 129 142 _ 50
0 -25。 76 - 55 95 - 96 110 146 1'20。-41。

51 33 -111 -134 116 177 - 73。-49。 77 一74 119 - 37 140 145 1220 -15。

52 - 13 - 57 -272 58 278 -103。-780
 

78 -149 32 - 73 152 169 168。-26
0 

53 -177 - 33 74 180 195 -169
0 220 79 - 60 35 -104 69 125 150。-56

0 

54 171 -109 236 203 311 _ 33(， 49
0 

80 -284 134' -129 314 340 155
0 220 

55 - 73 97 118 121 169 127' 44。 81 115 -191 -147 223 267 - 59' -33' 

(56) - 91 310 909 323 965 106。 70。 82 - 64 - 78 -229 101 250 -129' -66
0 

57 28 103 47 107 117 75。 24。 83 - 36 - 37 319 52 323 -134
0 81。

58 126 130 21 181 182 134。 7。(84) -221 -166 334 276 434 -143
0 500 

59 - 84 97 - 75 128 149 131。_300 (85) -140 - 33 436 144 459 _167。 72。

60 29 188 - 44 190 195 81
0 -13。(86) -418 -158 312 147 545 -159。 35。

61 12 154 -223 154 271 860 -55。(87) -175 -320 22 365 365 -119。 3
0 

62 1M 137 -219 206 301 42。-47。

」

6. 眉山に起因する磁場

第九聞に示された第二=大局地異常の分布そ観察する時は直に明である如く，此の異常は

で1:として尉山の磁化して居ることに起因する賦冶示して居る。而して眉山の地下ぞも含ん

"t::Jfiは槻めて複雑であり且つ不明部分も樋めて多いので，此の周闘に於ける磁力分布そ理

論的にH'，すことは不可能である。それl放之を簡軍化し輩磁石と考へて之に依る磁力分-{[i1iピ

(日)



島原宇鳥居111周囲に於ける地磁気異常に就いて

~品-J，...""""叫仇h

B't.山首 ーーー叫祖師叫圃.......l ..J._'. 0 岬

到品帥帽M ・一一色t.....!.W同'-1--~ 
0 ・e ・ . ~~ω..._ .，1la~... 叫J.・守....，

出t.....r4-_ー‘'・‘嗣
......令AI.陶喝-0守‘"‘
i.C._占咽晶骨 、ー-10'・..... 側副a‘

p 日一 -ヲ書白ω品 d令.....~ ...&w. oll _，_・・u・4値鍋a
!l"L F _...... ー・ 世..t・....A岨令 ; I~-.-岬品4 一
品目相品川 I~.. ~ 怖岨』ム.u. .... や;) ...，.......-山田叫ヂ

第 9岡 第二次局地異常 (水不分1J)

IP.し，之佐賀として磁石としての位置大3及び械の強さ等そ推定することとしずこ。

今第十一闘の様な様磁石ABぞ考へAI二N極BにS械があるものとし， ABの長さを2/，

械の強3をmとする。而而iしてj海毎面上に直タ角1坐標軸を取り仇J..¥鳴刺軸11を北lに二:y軸zそk西iにこ z軸を上に
取ることとする。 A及び Bの坐標4冶旨夫々(.~均'0 ， J'，九'0，-:斗叫0ρ)(.1ば0'，y/， :'(“ο' 

f技主を)， p.， v とする u

先づ家間内の任意のー黒'jP (.1， y， .~)の有す磁f)'Uま

仇
V

，/(x一品〉宮町1 -(1'ー I ， ，， r+(こ -zoY~ ，'( ¥ーファτゥ±可7斗(:.-:/，，)" 
( ;.(; ) 



島原宇島屑山周囲に於ける地磁気異常に就いて

である故，此の貼に於ける各方面の磁力は宍式でぷされる。

111(.1 -. I 0) m(. 1-1.，') 
λ七三.Y= 一一一一一一一一

{(.I一 lυρ)ゴ十(y-一一戸Jルl

l日，'=1'己= J!壬!主企f立主三vo)一一一一一一 川刈(心)'一ん〉
{(.¥-.IO?十(Y-Yor十(z-zoYH {.:V-.1l0)2十(y一〆。)2十(Z-z'0)2}~

T'=Z= m(z-zo) _ m(z-z'o) 
{Cr-xo)2十(Y-Yo)2十(z-zo)2H {(.:1:-"1'0)十(y-.〆0)2十(zー〆。〉包括

第 10闘 第二次局地異常(垂直分力〕

3て第二二允局地異常の分布ぞ第九闘に見るに，磁石としての眉山は殆ん左正確に南北の

位置を占めて居るものと考へ(，る h故，方向蝕肢の内に vは零と考へられる、叉坐標原貼

ヰヒ眉111の中央卸ち磁軸中央直 1-:に持ち31ミi}，磁柄IJ中央思lljのzの値をAとすれば

(九τ)



島原宇島眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて

(=/ 
"υ=0 

ご。=h-卜/'1

(=-fk 
lノυ=0

::'o=h-/v 

此の闘係そ上式t二入れる時は

λ7- m(x-b) 
- {(.l'-b.y十戸十(z-hームア}き

月リ(.L+b)
{(γ+b)2+y2+(z-h十/v)ヨ}を

F
 1
 
1
 

F'n1' 

{.¥-b.)三千)'2十(z-/，-lv)"}を
my 

{(.v二ト b.)2 十1-'2十 (z-h-/v)~H

T' m(ご-It-lv) z'll(z-It-'rlv) 
{(I ーか)2十 I'~十( " ーんー /vy)昔 {(¥十ふ)十y2+(z-h十/v)2H

此の式の表はす磁力は~聞の任意の票占に於ける
I H '_~I . '2 .1 

'0(1正;，:zμ

"(，，.， 

ものであるが，今回観測し且つ修正ぞ施しにもの

は何れも梅雨J:のものであるからェ=0である。叉

磁朝1の地表而に針する f噴きを oとする時は).=

刊~e ， '1=日inoであるu かくすれば上式は突の如く

表lまされる。侭し oもAも共に地表面から上1iを

11:としi:.
ミ'H!

第 11 聞

j仁に1ト一 配刈…(い一一叩ω{ (.，γ4一//，川、1川川4け州】附柿只8の)宮-十±卜1-)'2

L川lト一 双W
ザ

{(.¥-koso)2トJ'E十(ん+lsino)包H

l' = 一-lII(h十/品川〉
{(¥-!，、()....6)~-卜，，2 十 (/1十l~ino)ヨH

yII(T十lcoso)
{(.¥十lco、，0)2+)'2+(-h十/sin-eア}日

{(.¥十fしOメ0)2十戸十(-h十ムino)2}き

- 117(11ーんino)
{(.，十/円刈

最後の式に於て/， 0， h， 111，の値及び原貼師ち磁石中央直J二割iの111:置ぞ南北に種々 に艶

へて各測票liに於ての債を求め貰際のものと封照して見るに，突の値が長も適蛍であると考

へ心れる。

磁石中央直上黙の位置 中央鼎i(P)より北0司粁，眉111段高鮎の東約100米， (第八岡

及び第九闘の0貼)

磁石の長さ 2/=1800米

磁軸と地表面とのなす角 。=_200
磁石中央集占の深さ -/1=700米

( 5円)



'磁極の強3

磁石の磁気能不

島原牛島眉山周聞に於ける地磁気異常に就いて

1Il=1.09X10R C. G. S. E. M. U. 

J!= 1.96X 1013 C. G. S. E. M. U. 

但し此等を決定するに常って初めは遠近各貼ぞ用ゐて見fこが，蓮}jの貼は貰際眉山の影響

よりも他じ起因するものの影響遥かに大であるため，之を用ふると全く異つにものとなり

不遁嘗であることを知つにので，眉山に近く而も他の影響の少いと忠はる、もののみを利

用しに。第六表で測思!i番慌に( )ぞ附したものが上の諸駿決定に利用しずこ酷である。向置

測値としては垂直分力は儲りに複雑に過ぎる故之は参考に止め主として水平分力そ利用し

たが， nヲ子力は第二異常のものを用ゐλ六分力は第一異常在用ゐfこ。此の理由は第二異常を

求むる時の平均値の中に共遁にN分力の一部が含まれて居るからである。

情て上述の磁石の数値を用ゐ最後の式から各貼の値を計算し突の第六表えと得た。之を先

の第八圃及び第九闘に記入して見るに可なり先の異常と似て居ることが知れる。但し雨固

に於ての細矢が之であり，括弧内の童文字は此の際の伏角ぞ示しfこものである。向叉此の計

算値及び共、通値を引き去っfこ第十三闘で、屑山の影響の殆んE残って居ないのを見ると，眉

山ぞ箪磁石と見倣しt:こと及ひ先に求めに諸量の不適常で‘ないことを知ることが出来る。

第六表 眉山に起因する磁力

ゴ~I~川一 |λ| 中，I 6，卜り|川 w，I r'， I ~ Iλ|引い
，- ， r ， γ r T r r r 

1 1-10 - 46 27 47 54 -102。 30。(15) 206 136 471 247 531 33' 62' 

2 6 1-45 26 45 52 - 82。 30' 112 232 410 258 484 64' 58' 

3 1- 6 - 47 27 47 55 _ 97' 30。(17) - 46 289 415 292 507 99' 55。

41- 5 - 32 17 32 37 - 99。 28。(18) -209 247 323 324 457 130' 45。

5 1-28 - 32 22 43 48 -131' 27。(19) -378 174 299 416 512 155。 36' 

6 1-21 - 18 13 28 31 -139' 25。 20 -203 214 261 295 394 134。 42。

71-40 - 2 15 40 43 -177' 21 ' 21 -136 142 144 197 244 134。 36。

8 1-55 - 14 24 57 62 -166。 23。 22 - 93 198 200 219 297 115。 42。

9 1-96 - 40 51 104 116 -157。 26。 23 - 99 128 117 162 200 128' 36。

10 - 48 - 55 42 73 84 -131' 30。 24 - 78 105 89 131 158 127' 34。

11 - 25 -116 85 119 146 -102' 36' 35 - 69 147 129 162 207 115。 39。

12 18 -142 122 143 188 _ 83' 40。 26 - 45 126 101 134 168 110。 37。

(13) 90 -149 172 174 245 - 59。 45。 27 - 26 128 101 131 165 101。 37' 

(14) 242 21 447 243 509 5。 61' 28 - 27 104 76 108 132 105。 35。

( 59 ) 



島原牛島眉l勾周園に於ける地磁気異常に就いて

NO.[λ1[川IT"I I高 ζ 中1 81 No. 判(川 |κ H， 81 

T T ， T r r r T 

29 - 12 90 108 98' 34' (59) 47 93 - 8 104 104 63。- 4' 

30 - 16 117 89 118 148 98' 37' (60) 140 135 - 31 195 197 44。- 9' 

(31) 24 129 107 131 169 79' 39。 127 82 - 21 151 153 33。- 8' I 

(32) 31 161 149 164 222 79' 42。(62) 144 49 - 22 152 154 19' - 8' 

(33) - 25 176 160 178 239 98。 42' (63) 209 42 - 38 213 217 11
0 -10。

(34) - 40 222 234 225 325 100。 46。(64) 181 100 - 36 207 210 29。- 9' 

(35) 37 211 237 214 320 80' 48' (65) 354 70 - 91 361 372 11' -14。

36 112 146 191 184 265 53。 46' (66) 484 -111 -151 497 519 - 13。-17。

(37) 69 150 157 165 228 65
0 44。(67) 626 -319 -262 703 750 - 27' -20。

(38) 87 203 265 221 345 67' 50。(68) 376 -207 -118 430 446 - 29。-15。

39 223 63 335 231 407 16。 55。(69) 324 -108 - 83 342 352 - 180 _140 

(40) 227 - 29 324 229 397 - 7。 55。(70) 241 - 32 - 48 261 266 - 8' -10' 

(41) 194 - 86 261 212 337 - 240 51。(71) 120 - 28 - 15 123 124 - 13。- 7' 

(42) 131 - 80 141 154 209 - 31。 42。(72) 124 61-15 124 125 3。ー 7。

(43) 144 -149 243 207 319 - 46。 50。(73) 102 37 - 12 109 109 20' - 6' 

(44) 203 -129 380 240 449 - 32。 58。 74 70 49 - 7 85 86 35' - 5。

45 117 -119 162 167 233 - 45。 44。(75) 42 50 - 3 65 65 50' - 3' 

46 10 - 73 48 74 88 - 82' 33' (76) 28 64 - 3 70 70 66。- 2' 

47 52 - 88 91 102 137 - 59。 42' (77) 21 97 - 5 99 99 78。- 3' 

48 65 - 83 79 105 132 - 52。 37。 78 11 65 66 66 80。- l' 

(49) 43 - 66 49 79 93 - 56' 32。 79 5 41 41 41 83' 

50 43 - 43 37 61 71 - 45。 31' 80 一 7 41 3 42 42 100。 4。
51 53 - 36 39 64 75 - 34' 31。81 - 14 61 31 63 63 103' 3。

52 88 - 57 78 105 131 - 33' 37。82 - 42 105 21 113 113 112' 

53 65 - 22 42 69 80 - 19。 31 ' 83 - 31 44 71 54 54 125。 7。

54 73 - 4 46 73 86 - 3' 32。84 - 76 53 16 93 94 145' 10。

55 - 96 20 29 98 102 168' 16' 85 - 59 17 18 61 64 1640 16。

55 - 84 152 1 1 174 174 119。 。。 86 - 40 18 11 44 45 1560 14。

(67) U 四 132 - 7 132 132 92。- 3。 87 - 29 12 10 29 31 1760 19。

(58) 23 118 - 8 120 120 7'f _ 40 

7. 第三次局地異常と眉山以外に起因する磁力

、、，，}
 
{
 
4
 
(
 



品原牛島周山周闘に於ける地磁気異常に就いて

眉山に起因する磁力を第二究局地異常から引きまったものの70個の平均そ取ると

ん1=-66¥ TrT=-36， V=ι89 

となる。之は各測艶に共通のものであるから，各から引き去る時は各貼共通値及び眉山に

起因する磁力をヲ|し、Tこものが得られる。之を第三共局地異常と栴することとし，之ぞ表示

すれば二大の第七表の如く之を圃示すれば第十三園及び第十四国となるc

向第二表に於ける修正値の平均値から第五節に示した水路部の式からの計算:値をヲ11、ナこ

残りに上記の平均値を加ふる時は，此等測票占全韓の共通異常を知ることが出来るc

上記の
70個卒均値 計 値 計算値との差 卒均値

λr 31868' 31778
r I 90' -6{ 

w 2766 2654 112 -36 

V -33655 -33479 -176 -89 

H 

I 

干

。

以上の如くなす時は第七表は

観測修正値ー(計算値+眉山に依るもの+共通異常)

と考ふることが出来る。共の第十二闘は此の共通異常である。
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第 12困 層山附近共通異常
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島原宇島周山周囲に於ける地磁気異常に就いて

第七表 第三次局地異常

ナlw;ly:引I.~III I 0/11 l~o.トナ
(1) 1 91 581-3641 591 36.91 81'1 _81' 133 1 261 1-571 10 12671 267ー 12

0

1 2 

(2) 11 34 138 - 86 -105 163 194 _ 32' -33。

3 1-168 - 52 160 176 238 -163' 42
0 35 182 - 40 -234 186 299 - 12。-52' 

41-83 65 - 2 105 105 142。 (36) ー144 57 3 1 155 155 158' 

5 1-66 - 95 178 116 212 -125' 57。 37 - 27 - 73 129 78 151 -110。 59' 

6 1-38 65 -100 75 125 120。-53。 38 86 - 64 -181 107 210 - 37。-59。

7 157 - 44 48 163 170 _ 16' 16。 39 -193 - 22 -284 194 344 -173。-56。

81- 7 - 71 - 18 71 74 _ 96' -14。 40 -367 52 -186 371 415 172' -27。

9 56 -108 - 83 122 147 - 27。-34。 41 -121 47 - 94 130 160 159。-36。

(10) -471 - 79 -426 478 640 -170' -42' 42 - 61 48 -269 78 280 142。-74。

11 -146 10 -154 146 212 176' -50。 43 - 20 -194 一131 195 235 _ 96' -34' 

(12) 351 178 480 393 583 27' 48。 44 1 1-29 - 30 29 42 - 88。-46。

13 - 94 8 1-157 94 183 175。_59' 45 -259 -172 -171 311 355 -146。-29。

14 - 27 67 -198 72 211 112' -70。 46 40 41 - 55 57 79 46。-44。

15 - 25 - 36 -531 44 533 -125。_85' 47 - 63 1 1-181 63 192 179。-71。

16 28 - 62 -198 68 209 _ 66' -71' (48) 85 35 -329 92 342 22。-74。. 
17 121 - 54 -234 132 269 - 24' _61' 49 - 8 - 39 35 40 53 -102。 41' 

18 181 - 34 268 184 325 - 11。 56' 50 107 - 20 - 8 109 109 - 11。_ 4' 

19 160 135 265 209 338 40。 52' 51 47 - 39 - 85 61 105 _ 40' _54' 

20 134 -134 192 189 270 - 45。 45' 52 - 35 36 -263 50 268 134。-79。

(21) 262 -383 318 464 562 - 56' 34。 53 -176 26 121 178 215 172' 34。

22 92 -204 73 224 235 - 66
0 
18。 54 165 -69 280 179 332 - 23。 57。

23 274 -241 341 365 499 - 41。 43' 55 89 114 178 145 229 52' 51。

24 205 10 368 205 421 3' 61' (56) 59 196 1001 205 1020 73。 78。

25 80 -149 220 169 278 - 62' 52' 57 100 B 143 100 175 5。 55。

(26) -173 -129 166 216 272 -143。 38。 58 - 83 49 118 96 152 149。 51。

(2η 650 -370 165 748 766 - 30' 12。 59 - 65 41 21 77 80 148' 15。

(28) 763 -561 266 947 983 - 36。 16' 60 - 44 91 75 101 126 116。 37。

(29) 315 -262 555 410 690 - 40。 54。 61 - 48 110 -115 120 166 114。-44。

(30) -267 -677 -723 728 1025 -112' -45' 62 77 125 -109 147 183 58。-37。

31 104 - 11 - 88 105 137 - 6 -40。 63 20 - 8 86 22 89 - 22' 76' 

82 - 13 - 19 -155 23 157 - 124 -82。 64 - 55 261 22 267 268 102。 5' 

( 62 ) 



島原宇島周山周囲に於ける地磁気異常に就いて

NO.j N1"j W'" ぺE川|ペザ1/ j 6'1/ V'" 時TII1 H'" I'II 中1/1 。，，， I 

T Y T 了 Y τ T T T T 

65 - 58 17 16 60 63 164。 150 77 "'" 29 59 56 66 86 116。 40。

66 一7 - 11 232 13 232 -1220 87。 78 - 94 4 16 94 95 177。 10。

67 -124 65 242 140 280 152。 60。 79 31 - 17 31 35 88。-29。

68 109 31 307 113 327 16
0 70。 80 -212 130 215 249 329 1480 410 

69 -182 138 446 228 501 143。 630 81 1 96 -216 - 62 292 298 - 48。_12
0 

70 -144 71 72 161 176 154。 24。 82 44 -147 -144 153 210 - 73' _43
0 

71 - 53 166 -307 174 353 108。-60。 83 61 - 44 402 75 409 - 36
0 79' 

72 2 220 -148 220 265 89。-34。(84) - 80 -183 408 200 454 -114。 64' 

73 - 26 113 - 88 116 146 103
0 -37。(85) - 15 - 13 509 20 509 -139。 880 

74 - 63 88 -114 108 157 126。-47。(86) -314 -140 391 344 521 -156。 49
0 

75 - 32 68 - 44 75 87 115
0 -300 (8η - 80 -287 101 298 315 -106

0 1 90 

76 - 17 68 - 5 70 70 104。
_ 40 

第十三園及び第十四闘を観察するにそえの諸貼ぞ指摘することが出来る。

(i).普賢岳に起因すると思はる hもの:眉山の西北方及び南方の夫々の-園の債からは

此等は何れも之より西方に在る磁石に起因するものと考へらる。其の大勢から見て普賢母

の束中腹宿生山(第一国参照〉附近に在ってー其の強さ眉山のものの二倍強郎ち阪の大さ 2.50

x w C. G. S. E. M. U.で磁石の長さは眉山程度(1.8粁)のものであるとすると大韓説明

することが出来る。而し此の大さも極めて大韓のものであり Il普賢岳に依るものとしては

其の東方面のみのものから出しずこのであるから，或はかなり見蛍の建つ?こものであるかも

知れない。

(ii).眉山北方中央附近:測貼 39，40，41，42，52等を見るに此等は作Jれも概ね同一服況を

呈し，此等の西南方にS極の相等のものが在るかに見える。眉山の西方から押し出され北

西から北に廻って堆積して居る流山のー塊となって磁化して居るものであらう。

(iii).眉山東方一帯:此の方面のものは一般に勝手の方向ぞ取り始んど統ーな示して居ら

ぬに之は此等の異常が極めて小局部に起因するものであることを示し，流山が各所に散在

することと其の動かなり一致するものと考へられる。只寛攻大爆設の流山の一帯は，垂直

分カは何れも上方に向ひ水平分力の大部分は其の東方潜入の中央部に向ふ献を示して居る

が，之と其の南北雨側とを併せ152ふるtl寺は此の附近に幅庚く束方に向ふN極の存在するこ

( 63 ) 



島原宇島眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて
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第 13闘 第三次局地異常 (7~2f-分カ〉

とぞ示すかの如くであるが，或は之は眉山の一部が東西の1/向に磁化して居ることを示す

ものとも考へられるc

(iv).新爆に起因するもの:汲IJ貼26，27，28，及ひ:'29は何れも新撲の磁化して居ることに依

るものと考へらる〉が，此等の車占は来rr焼末端の周遁に封して近いのは10米蓮くて 200米程

度である故，新焼金瞳の影響と同時に之に近接する局部の影響を受けて居る故，統一的に

新焼が幾何に磁化して居るかそ推断することは困難である。

(v). 英の他:測鮎30は極めて大きな特殊の異常ぞ示して居るが，之は新焼の下方から

湧出する小流の北岸断崖の上にあるため此の断躍の影響の大きいことを示して居るものと

考へられる。測貼10は極めて緩勾配であるが，小111の上であり測鈷12は周囲流山に固まれ

( 64 ) 



島原牛島盾山周閣に於ける地磁気異常に就いて

?こ凹地である影響と思はれる。

市<Mw.t~..."" 慣M.j0:曲、

，I!i叫 d与 .lv<Ati<.l仏t‘.......t 誌22fJ22ニコ321'kコtJv
第 11園 第三次局地異常(垂直分力)

8. 結論

儲て以上推論しに所から知り 1~}tニ結果を要約すれば次の如くじある。

(i).眉山の如く安山岩の大塊からなる火山は相賞存2度に磁化して居り，其の磁場分布は

勿論非常に複雑ではあるが眉山全瞳として考へる時は大韓軍磁石と考へることが出来る。

(ii).此の相雷軍磁石の位置は円山に於ては山の外形と大韓一致して居り幾分北方に偏っ

て居る。

(iii).磁軸ぞ含む垂直両も亦山の外形と極めてよく一致し且つ子午線両とも一致して居る。

(iv).磁軸の水平面となす角は-20。と推定せられたが，此の値は現在の伏角と相官の隔り

( 65 ) 



島原牛島肩山周閣に於ける地磁無呉常に就いて

があることは注目に値する所である。

(v).磁軸中央の深さは700米と推定されたが，之山塊の形から来て居るものと忠はれる。

而も此の700米は山の脊稜の高さ(最高貼は818.7米〉と殆んE同一である。若し山吸が上下

全く封稽であると{毘定すれば，地表に願はれて居る部分は高れこ於て約七言ふことにな

り，従って山塊の厚さ約3000米になる。叉磁軸の長さは1800米で山の脊稜の長さと大差が

ないことになる。

(vi)此の相官磁石の磁の強さは1.09Xws C. G. S. E. lVI. U.と推定せられずこから，磁

石の磁気能率は1.96X1013 C. G. S. E. 1¥1. U.となる。

( vii).吹に山塊の形ぞ次の第十五闘の如く偲定する。卸ち東西の幅2.5粁南北の長さ 3.8肝

中央脊稜の高さを0.7粁とし地上の部分は針稽な屋板型とする。地下は初めは幅2.5粁長さ

3.8粁厚さ l.4ffの直方韓があり，其の下に地上部と全く間ーの形の屋様型が l二向にあり山

塊全躍としては磁軸rド央を中心として全く封稽の形にあるものとする。然る時は其の容積

は17.40立方粁となり，地上部は2.05立方粁で全躍の約12;0に嘗る。かくて先に求めた磁気

能率と此の全容積から岩石の磁化の強さを出すと 0.00113C. G. S. E. M. U.となる。

t蜘匂ロuJJl咽• .jtJim.) 
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第 15闘 周山岩塊の模型的形欣

此の磁化の強さは磁11:健7こる安LU岩の有する永久磁石としての強さと地球磁場内に有する

がための磁気感燥に依るものとが合成されfこものに相違なし、。而して其の幾何部分が夫々

に属するやは今明示することを得ないが，民の磁柄"の開係等より考へて前者が;Itの大部分
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島原牛島眉山周囲に於ける地磁気異常に就いて

ぞ占むるものなることは想像に難くなし、o今上記の値を松山博士が但馬玄武証言lの玄武行か

ら測定した 0.0016 及ひ~ f~'，山久尚氏ht那須火山から採集した岩石から測定した 0.025 乃至
0.0004等と比較するに可なり一致した値で‘ある;従って前週の山塊容積も貰際と甚fごしく

相違しすこものでないと言へる。

( ¥'iii).眉山以外に起因すると思はれるものは普賢岳ーを第ーとするが，之は一方面のみの測

定であるから陥かなことは言はれなしら此の外新焼及び折橋北J)・高地は相嘗磁化して居る

ものと思はれる。叉寛攻大爆護の流山一帯の部分(ま極めて特異な異常在示して居る。

(ix)向今回のiWJ定結果から見て伏角従って垂直分力は足下に於ての局部的原因に依って

非常に影響せらるミものであるから，足1"の異常を知るには伏角を利用することが遁嘗で

あらうが，今回の如く原因の周囲に於ける分布を知るには蝕り遁蛍でなし、。叉水平磁力も

かなり局部的影響を受ける様であるから，今回の如き目的のすこめにー要素のみを利用する

とすれば偏角父は全磁力そ用ふることが遁嘗である。尚一般的に測定位置の選定は極めて

重要である。

最後に今回の仕事に際し終始指導して|ごすった故志田博士に封し衷心から感謝の意そ表

し此の拙き報交ぞ其の霊前に捧けにし、。叉種今有力な助言ぞ輿へてードすつに長谷川教授に

封しでも厚く感謝の意を表したいわ向観測に際し助力して下すつ大谷貞夫，丸田頼三雨氏

製聞に際し助力して下すった中所良雄氏及び柿岡， I:i毎の報奇書を夫々貸興して 1'-すった

今遁周一， Dr. Burgaud 雨氏に封しでも併せて感謝の意を去はす次第で、ふる。

参考文献

( 1) A. Tanakadate; The Journal of the College of Science， Imperial University of Tokyo， 

Japan， Vol. XIV. 1904 p. 179. 

(2) M. P. LasarefI: Sur l'anomalie magnetique de Kursk. Comptes Rendus. t. 178 p. 

151 et 1301. 

M. P. Lasareff: The Anomalies of Terresrial' Mョgnerismand Gravity in Kursk. 

Terrestrial Mag. and Atoms. Ele.， 28 1923 p. 123. 

S. von Bubrro妊:むberdie Magnetische Anomalien in Gou. Kursk. Zeitschrift fur 

angewandte Geophysik， 1923 Bd. 1. Ht. 5. S. 144 und 192，i Bd. I. Ht. 8 S. 245. 

(3) A. Wagner: Erdmagnetische Messeengen Zwecks aufsuchung isolierter schwach 

Magnetische Erglager， Z巴itschriftfur angewandte Geophysik， 1924 Bd. 1. Ht. 8 S. 225. 

t 67 ) 



島原宇鳥居山周囲に於ける地磁気異常に就いて

(4) Wien.Harms: Handbuch der Experimental Physik， Bd. XXV， 3 Teil， S. 396. 

(5) 畠山久向 :那須火山及び楠岡附近に於ける地磁気垂直分力の異常分布に就いて.気象皐誌第

二鵠第八巻第五競 p. 145 

(6 ) 中村左衛門太郎:火山及地震地帯に於ける地磁気の襲警化摩術協合報告.第七巻 p.316 

(7) Sae M. Nakamura: On the Earthquake in the Bay Chijiwa， Kisho・shushi，ser. 2 

Vol. 1. 1923. 

T. Ogawa: Note on the Volcanic and Seismic Phenomena in the Volcanic District 

of Shimabara， with a Report on the Earthquake of Dec. 8. 1922. Memoirs of the 

College of Science， Kyoto. Ser. B. Vol. 1. No. 2. 1924. 

(8) 震災珠防調査曾報告'第四十六銭

向 上 第八十四競 p.88

¥ 9) 駒悶亥久雄 :震災強防調査曾報告第八十四波大正四年(1915)

(10) T. Ogawa (7)に同じ

(11) A. Tanakadate: (1 )の pp.7-21. 

1)2) The Bulletin of the Hydrographic Office， Imperial Japanese Navy. Vol. II. 1918 pp. 

17-47. 

(13) 向上 pp.42-43及び pp.50-52. 

(14) 4節の (V)参照

1151 Observations Magnetiques， Observatoire de Zi-Na-Wei. Tome XIII Annees 1923-

1924. 

(16) The Annual Report of the Kakioka Magnetic Observatory， ]apan， for the Year 1924. 

(17) A. Tanakadate: (1)の p.132. 

，18' The Bulletin of the Hydrographic Office， lmperial Japanese Navy. Vol. V. 1926 p. 57. 

，19，¥ I司 上. p，59 

(20)同 p.62 

(21) 同 上， p.70 

，221同 J:. p. 105 

(23) 同 .[. p.105 

(24) 同 J: p. 57， 60及び 62

(25) 松山基筋:重))1.同然及び岩石磁性に闘する地球物辺事的研究. 日本製術協曾.滑困脅さ士院受

賞者講演銭. 昭和l八年二月 p.11 

(26) 畠山久向:(5)の p. 153 

( 6砂)


